
　　　　　　　　　　　　　　大丸自冶会規約(案)
（名称）

第1条 本会は、大丸自冶会（以下「会」という）と称し、事務所を大丸７－１２に置く。

（区域）

第２条　会の区域は、横浜市都筑区大丸の区域とする。（メゾン桜ヶ丘、グランノア港北の丘を除く）

（会員）

第３条　会の会員は、第２条の区域に住所を有する世帯主、又はこれに準じる者とする。正当な理由がなければ加入を拒むことはできない。また、退会は自由とする。

（目的）

第４条　会は、民主主義の精神に基づき会員相互の親睦と福祉を増進し、地域社会の向上発展を図ることを目的とし、次の事業をおこなう。

（1） 回覧板の回覧等、区域内の住民相互の連絡

（2） 美化・清掃等区域内の環境の整備

（3） 社会教育の向上

（4） 区域住民の親睦施策

（5） 区域の福祉厚生の向上

（6） 区域内の防犯灯の管理

（7） 自治会館の維持管理

（8） 連合自冶会との連携

（9） その他会で必要と認める事項

２　会の役員は、総会において会員の中から選任する。

（役員の選任）

第5条 　会に、次の役員をおく。

（1）     会長      １名
（2）     副会長    ２名

（3） 　　会計      １名

（4） 　　総務      １名

（5） 　　監事      １名

２　会の役員は、総会において会員の中から選任する。
３　会長、副会長、会計、総務の候補者の選出方法は、立候補者または他薦者の班長による信任を前提とする。立候補、他薦がない場合は、新年度の班長全員から公平に選出することとする。公平に選出された場合、正当な理由が総会において認められない限り、就任することとする。

４　監事は、前年度の役員経験者から選出することとする。

（組織）

第６条　会に、次の組織をおく。なお、班長は、役員もしくは各組織に属することを前提とする。

（１）総務部（公的な専門委員兼務）

　内訳例

1 防犯・防災担当

2 環境担当

3 福利厚生担当代表、担当
（２）広報部

　内訳例
4 代表
5 副代表
6 （Ａブロック）１-1班、１-２班、２班、ラフィア１～２班

7 （Ｂブロック）３-１班、３-２班、彩人１～３班

8 （Ｃブロック）４班、５班、６班、アデニウム班
9 （Ｄブロック）ライブタウン1～４班
10 （Ｅブロック）ライブタウン５～９・１０班

（３）イベント部


内訳例
11 代表
12 副代表
13 夕涼み会担当

14 連合主催夏祭り担当

敬老行事担当

15 もちつき大会担当

16 どんど焼き担当

（４）自治会館管理責任者
（５）情報管理責任者
会長は、役員の中から情報管理責任者を任命することができる。
（６）サポート部
　　　円滑な自治会運営のためサポート活動を行う。
　　　班長以外の班長経験者及び有志の方々により構成される。
　　　サポート部会則は役員会での承認事項とする。
２　班長が所属する組織は、役員選出基準と同様に決定する（立候補、他薦、公平な選出）。

（役員の職務）

第7条 　会長は、会を代表し、会の事務を総括する。

２　副会長は、会長を補佐し、総会などにおいて司会を行う。また、会長に事故があるとき又は欠けたときはその職務を代理する。

３　会計は、会計事務を担当する。

４　総務は、連絡事項の取りまとめ、各会合の記録、など組織運営の全般の支援を行う。

　５　監事は、次の業務を行う。

（1） 会の会計及び資産の状況を監査すること。

（2） 会長、副会長及びその他の役員の業務執行の状況を監査すること。

（3） 会計、資産の状況及び業務執行について、不正の事実を発見したとき、これを総会に報告すること。

　６　各役員は活動報告書を作成し、次年度に引き継ぐ。

（役員の任期）

第8条 　役員の任期は１年とする。ただし再任を妨げない。

　２　補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。

　３　役員は、任期満了又は辞任後においても、後任者が就任するまで、その職務を行わなければならない。

（役員の解任）

第９条　役員が規約に違反し、あるいは会の体面を汚す行為があったときは、総会の議決により解任することができる。

（総会の種別）

第10条　会の総会は、通常総会及び臨時総会の２種とする。

（総会の開催）

第11条　通常総会は、年１回４月に開催する。

　２　臨時総会は、次の各号の一つに該当するときに開催する。

（1） 会長が必要と認めたとき。

（2） 会員の３分の２以上から会議の目的事項を示して開催の請求があったとき。

（総会の審議事項）

第12条　総会は、この会則に定めるもののほか、会の運営に関する重要な事項を審議する。

（総会の招集）

第13条　総会は、会長が招集する。

２　会長は、第11条第２項第１号及び第２号の規定により請求があったとき、その請求があった日から60日以内に臨時総会を招集しなければならない。

３　総会を招集するときは、会議の目的たる事項及びその内容並びに日時及び場所を示して、開催の７日前までに文書をもって通知しなければならない。

（総会の議長）

第14条　総会の議長は、その総会に出席した会員の中から選出することを基本とする。ただし、通常は副会長が議長役として総会の運営を行う。

（総会の定足数）

第15条　総会は、会員の３分の２以上の出席がなければ、開催することができない。

（総会の決議）

第16条　総会の議事は、この規定に定めるもののほか、出席した会員の過半数をもって決議し、可否同数のときは議長の決するところとする。

（総会の書面表決等）

第17条　やむを得ない理由のため総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表決し、又は他の会員を代理人として表決を委任することができる。

　２　前項の場合における第15条（総会の定足数）及び第16条（総会の決議）の適用については、その会員は出席したものとみなす。

（資産の構成）　

第18条　会の資産は、次に掲げるものをもって構成する。

（1） 別に定める資産目録記載の資産

（2） 会費

（3） 活動に伴う収入

（4） 資産から生じる利息等

（5） その他の収入

（会費）　

第19条　会費は、一般会員一世帯月額400円、賛助会員（数店舗以上の支店及び事業所を有する店舗事業所等の場合）は、年額１万円とする。ただし、賛助会員の場合は、状況により協議のうえ会費を決定することができる。

（資産の管理）

第20条　会の資産は会長が管理し、その方法は役員会の決議によりこれを定める。

（資産の処分）

第21条　会の資産で第18条第１項にかかげるもののうち別に総会において定めるものを処分し、又は担保に供するような場合には、総会において３分の２以上の議決を要する。

（経費の支弁）

第22条　会の経費は、資産をもって支弁する。
（個人情報の取り扱いについて）

第23条　大丸自治会における個人情報の取り扱いについては、別途定める「大丸自治会個人情報取扱ルール」に基づくものとする。
（会則の変更）

第24条　この規約は、総会において総会員の３分の２以上の議決を得なければ変更することはできない。

（委任）

第25条　この規約の施行に関し必要な事項は、総会の議決を得て、会長が別に定める。

附　則

この会則は1984年（昭和59年）８月25日から施行する。

1991年（平成３年）４月21日　　一部改正

1995年（平成７年）４月23日　　一部改正

1996年（平成８年）４月21日　　一部改正

2000年（平成12年）４月23日　 一部改正

2001年（平成13年）４月22日 　一部改正

2005年（平成17年）２月19日　　一部改正

2007年（平成19年）４月15日　　一部改正
2013年（平成25年）４月21日　　一部改正
2016年（平成28年）４月17日　　一部改正
2018年（平成30年）４月22日　　一部改定
2019年（平成31年）４月21日　　一部改定
大丸自冶会慶弔に関する細則

第１条　この細則は、会則第25条の規定に基づき、会員の慶弔見舞いに関することを目的とする。

第２条　会員及び同居の家族が、死亡の場合は自冶会から慶弔金をおくる。

　　　　会員が、火災及び不慮の災害に見舞われた場合、自冶会から見舞金をおくる。

第３条　会員本人及び同居の家族が70歳に達したとき以降、毎年「敬老の日」にお祝い金（品）を贈呈する。

第４条　この細則の見舞金等の金額については、役員会で協議の上決定する。

附　則

この細則は、1991年（平成３年）４月21日から施行する。

  2005年（平成17年）２月19日 一部改正
2007年（平成19年）４月15日 一部改正
2019年（平成31年）４月21日 一部改正
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